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い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

宮
原
町
長
は
「
東
串
良
の
特
産
物
を
子

ど
も
達
に
食
べ
て
学
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

　

提
供
さ
れ
た
ピ
ー
マ
ン
・
キ
ュ
ウ
リ

は
、各
20
㌔
㌘
（
約
６
０
０
食
分
）。
ピ
ー

マ
ン
は
３
月
17
日
に
「
チ
ン
ジ
ャ
オ
ロ
ー

ス
ー
」、キ
ュ
ウ
リ
は
22
日
に
「
ご
ま
じ
ゃ

こ
あ
え
」
の
メ
ニ
ュ
ー
で
給
食
に
登
場
し

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
、
和
牛
の
希

少
な
系
統
牛
産
子
の
地
域
外
流
出
を
抑
制

し
地
域
内
に
保
留
を
促
し
増
頭
す
る
事
で
、

生
産
基
盤
の
強
化
と
地
域
の
特
色
あ
る
繁

殖
牛
の
生
産
を
目
指
す
、
希
少
系
統
産
子

保
留
事
業
を
２
０
２
３
年
３
月
か
ら
Ｊ
Ａ

が
独
自
に
始
め
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
保
留
牛
は
、
古
く
か
ら
飼

育
さ
れ
る
「
し
ら
き
」「
な
か
は
ら
」「
ひ

ら
か
わ
」
の
３
系
統
で
、
１
頭
に
つ
き

５
万
円
を
助
成
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
単
独
で
同

事
業
を
行
う
の
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
。

　

こ
れ
ま
で
和
牛
の
改
良
は
、
産
肉
能
力

の
高
い
種
雄
牛
の
血
統
に
人
気
が
偏
る
傾

向
が
あ
り
、
た
だ
優
れ
た
和
牛
を
地
域
に

残
す
た
め
に
は
、
母
牛
の
系
統
保
持
も
重

要
。
そ
こ
で
Ｊ
Ａ
は
、
希
少
な
系
統
の
牛

を
保
留
す
る
こ
と
で
、
飼
い
や
す
さ
や
泌

　

東
串
良
町
園
芸
振
興
会
は
、
３
月
16
日
、

地
元
の
子
ど
も
達
に
「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン

ド
」産
地
指
定
を
受
け
る「
東
串
良
の
ピ
ー

マ
ン
・
キ
ュ
ウ
リ
」
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
東
串
良
町
役
場
で
「
給
食
用
ピ
ー
マ

ン
・
キ
ュ
ウ
リ
贈
呈
式
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
同
振
興
会
の
上
村
勝
男

副
会
長
と
同
振
興
会
キ
ュ
ウ
リ
部
の
宮
地

健
一
副
部
長
が
ピ
ー
マ
ン
・
キ
ュ
ウ
リ
を

宮
原
順
町
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　

上
村
副
会
長
は
「
地
元
産
の
お
い
し
く

て
栄
養
満
点
な
ピ
ー
マ
ン
・
キ
ュ
ウ
リ
を

た
く
さ
ん
食
べ
て
元
気
に
過
ご
し
て
欲
し

乳
能
力
と
言
っ
た
種
牛
性
を
維
持
・
向
上

し
、
地
域
の
特
色
を
色
濃
く
受
け
継
ぐ
系

統
牛
の
造
成
に
乗
り
出
し
ま
す
。

　

毎
月
、
地
域
内
で
行
わ
れ
る
子
牛
せ
り

市
前
の
品
評
会
で
、
優
等
賞
以
上
を
獲
得

し
た
指
定
の
希
少
系
統
の
雌
牛
を
対
象
と

し
、
地
域
内
の
畜
産
農
家
が
購
入
、
又
は

農
家
自
身
で
自
家
保
留
を
し
た
場
合
に
助

成
金
を
出
し
ま
す
。

　
「
し
ら
き
」
系
統
の
種
雄
牛
に
は
、
第

12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
（
鹿
児
島
全

共
）
の
第
一
区
（
若
雄
）
で
優
等
賞
一
席

を
獲
得
し
た
「
白
浜
喜
」
の
ほ
か
「
白
若

華
」
が
あ
る
。「
な
か
は
ら
」
系
統
は
「
益

華
福
」、「
ひ
ら
か
わ
」
系
統
は
「
華
姫
博
」・

「
梨
嘉
平
」
が
あ
り
、
管
内
で
精
液
が
供

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
計
画
的
な
交
配
に
よ
っ
て
各
系

統
の
血
を
引
く
父
と
母
を
そ
れ
ぞ
れ
持

つ
「
両
づ
る
」
の
牛
を
増
や
す
方
針
で
す
。

　
「
両
づ
る
」
の
保
留
を
進
め
る
雌
に
加

え
、
一
方
で
は
地
域
の
農
家
が
肥
育
す
る

仕
組
み
の
構
築
を
目
指
し
、
枝
肉
情
報
か

ら
早
期
に
育
種
価
を
抽
出
す
る
事
で
、
和

牛
の
登
録
資
格
を
確
保
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
枝
肉
成
績
が
判
明
し
た
時
点

で
、
肥
育
農
家
へ
助
成
を
出
す
こ
と
も
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
行
わ
れ
た
３
月
セ
リ
市
で
は
、
南

大
隅
町
の
安
楽
賢
次
さ
ん
が
、「
し
ら
き
」

系
産
子
で
同
事
業
の
第
１
号
と
な
り
ま
し

た
。

贈呈式の様子

きもつきNEWS
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近
年
の
全
共
で
は
、
地
域
に
ま
つ
わ
る

テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

保
留
事
業
で
生
ま
れ
た
種
牛
性
の
あ
る
牛

を
集
め
、
繁
殖
雌
牛
群
・
高
等
登
録
群
な

ど
で
全
共
へ
出
品
す
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
畜
産
指
導
部
の
牧
口
一
幸
部
長
は
、

「
肝
属
地
区
の
生
産
基
盤
を
確
立
す
る
為

に
必
須
の
事
業
、
地
域
で
飼
養
す
る
牛
の

良
さ
を
引
き
出
し
、
展
示
・
周
知
し
て
行

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
は
３
月
下
旬
、
２
０
２
３
年
度
新

採
用
職
員
７
人
を
対
象
に
、
農
業
実
習
を

行
い
ま
し
た
。

　

実
習
は
、
Ｊ
Ａ
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
と
東

串
良
ピ
ー
マ
ン
選
果
場
で
行
い
ま
し
た
。

新
採
用
職
員
は
、
苗
箱
の
運
搬
や
ピ
ー
マ

ン
の
箱
詰
め
を
体
験
。
Ｊ
Ａ
の
事
業
や
農

業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

農
業
実
習
の
他
、
Ｊ
Ａ
の
各
事
業
に
つ

い
て
、
１
週
間
の
研
修
を
終
え
た
新
採
用

職
員
は
、
４
月
３
日
の
入
組
式
下
小
野
田

組
合
長
か
ら
辞
令
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

※
新
採
用
職
員
の
配
属
先
等
は
、
本
誌
５

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

千
葉
県
市
川
市
の
Ｊ
Ａ
い
ち
か
わ
で

４
月
１
日
開
催
さ
れ
た
「
桜
ま
つ
り
」

で
、
来
場
者
に
鹿
児
島
県
産
の
「
茶
美
豚

（
ち
ゃ
ー
み
ー
と
ん
）」
を
使
っ
た
豚
汁
が

振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

振
舞
わ
れ
た
豚
肉
は
、
鹿
児
島
県
産
の

食
材
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き

も
つ
き
が
提
供
。
豚
肉
を
味
わ
っ
た
参
加

者
は
「
茶
美
豚
と
い
う
も
の
を
初
め
て
知

り
ま
し
た
。と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

希少系統産子第１号を獲得した安楽さん㊧

実習に取り組む新採用職員

賑わう振舞いブース

入組式の様子

きもつきNEWS
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　６事業本部の更なる強化・ブロック本部との連携強化のため、各事業本部長が新たに着任
しました。

　高度化・複雑化する業務を的確・迅速に対応し、スムーズな業務運営
を図るため、各ブロックに本部長が新たに着任しました。

経営企画本部長

吉松　祐三
金融営業本部長

松元　健一
直販統括本部長

南　幸博
園芸購買本部長

宮後　哲也
組合長付事業革新本部長

小島　久幸

垂水支所長

迫田　義明
中部ブロック本部長

永谷　道宏
鹿屋支所長

四元　敏郎
大姶良支所長

松元　昭作
東部支所長

小濵　光久

高山支所長

飯ケ谷　香
内之浦支所長

吉留　圭一郎
東部ブロック本部長

木佐貫　良一
串良支所長

南　正隆
東串良支所長

白濱　浩幸

南部ブロック本部長

小吉　和人
根占支所長

中村　文作
大根占支所長

牧原　勝郎
田代支所長

日髙　隆
佐多支所長

持留　行博

畜産飼料本部長

柳橋　昇
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【退　職】 　組合員の皆様や役職員等、多くの方々に支えられ、退職の日を迎えることができました。誠にありがと
うございました。

北迫　透（前・南部ブロック本部長）   迫　和明（前・南部ブロック副本部長）   神園　明（前・オートパル 整備）

迫迫 垣内垣内 北迫北迫 月精月精 牧原牧原

【再任用】 　定年を迎えましたが、これからもチームきもつきの一員として、専門業務や後輩職員の育成に努めて参
ります。引き続きよろしくお願い申し上げます。

月精　　悟（前・畜産飼料本部副本部長）
　　　　　　　畜産部　畜産戦略事業課　きもつき大地ファーム・ＴＭＲセンター統括リーダー

垣内　清秋（前・中部ブロック園芸農産課　鹿屋農業管理センター部長）
　　　　　　　中部ブロック　園芸農産課　鹿屋農業管理センタースマート農業担当統括リーダー

牧原　勝郎（前・大根占支所長）大根占支所長

退任者

購買応援部
地域応援課

福
ふくとく

德 真
ま な

那
出身地：垂水市
趣　味： 読書

　社会人としての自覚を持ち、組合
員の皆様のお役に立てるよう頑張り
ます。

畜産部
肉用牛課

福
ふく き

木 太
だい ご

悟
出身地：鹿屋市
趣　味：イラスト・
料理

　社会人として元気な挨拶を毎日実行
し、地域の皆様や社会に貢献できるよ
うに、精いっぱい努力して参ります。

垂水支所
金融共済チーム

松
まつなが

永 亜
あ み か

美伽
出身地：垂水市
趣　味：イラスト制
作

　地域の方々のお役に立てるよう、
業務をしっかり覚えていきたいで
す。よろしくお願いいたします。

中部ブロック
融資推進チーム

吐
はきあい

合 草
そう た

太
出身地：鹿屋市
趣　味：スポーツ観
戦

　１日でも早く仕事を覚えて、ＪＡの
力になれるように頑張ります。よろし
くお願いします。

高山支所
金融共済チーム

佐
さ の

野 葵
あおい

出身地：鹿屋市
趣　味：音楽を聴く
こと

　何事にも全力で取り組み、地元に
貢献できるよう精進していきたいで
す。

東部ブロック
園芸農産課

福
ふくざき

﨑 伊
い お な

緒奈
出身地：鹿屋市
趣　味：映画鑑賞

　研修で学んだ事を活かし、一日で
も早く組合員の皆様の力になれるよ
う頑張りたいです。

南部ブロック
園芸農産課

花
はな だ

田 大
たい き

樹
出身地：鹿屋市
趣　味：鉄道・写
真撮影

　まだ慣れない事も多いですが、先
輩方の姿勢を見て、早く戦力となれる
ようこれから頑張っていきたいです。

　新採用職員７名が当ＪＡに入組しました。４月１日に入組式
を行い、ＪＡ役席者ら約20人が見守る中、下小野田組合長が辞
令を手渡し、激励しました。

5 2023.5 みのり



みのり 2023.5　6



7 2023.5 みのり



Ｊ
Ａ
女
性
部
・
高
齢
者
助
け
合
い
組
織
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
本
所　

企
画
広
報
課　

０
９
９
４
―

４
１
―

４
７
４
６
ま
で

@@jakimotsuki@@ kimotsukija

Instagram Twitter

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
女
性
部
は
４
月
13
日
、

ど
っ
菜
市
場
研
修
室
で
第
30
回
通
常
総
会
を
開

き
、
支
部
の
代
表
ら
約
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
２
０
２
２
年
度
の
活
動
報
告
や
収

支
決
算
、
23
年
度
の
活
動
計
画
な
ど
全
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
県
厚
生
連
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
栄
養
管
理
科
の
白
井
宗
子
主
任
を
講
師

に
招
き
、「
免
疫
力
を
高
め
る
食
事
」
を
テ
ー
マ

に
、
健
康
を
維
持
す
る
食
生
活
や
簡
単
に
で
き

る
運
動
な
ど
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
自
分
の
た
め
に
あ
る
よ
う
な
講
演

だ
っ
た
。
今
後
、
講
演
で
学
ん
だ
事
を
参
考
に

食
生
活
を
改
善
し
た
い
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
い
き
い
き
部
会

田
代
支
部
は
３
月
20
日
、
日
帰
り
の
研
修

旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

７
名
と
少
人
数
で
し
た
が
、
参
加
者
は

皆
笑
顔
で
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
最
初
の
目

的
地
の
鹿
児
島
市
・
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島

で
は
、
買
い
物
と
昼
食
バ
イ
キ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
た
。
続
く
慈
眼
寺
公
園
で
は
小

さ
な
青
い
花
・
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
群
生
地
を

散
策
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か

出
か
け
ら
れ
な
い
日
々
が
続
い
た
中
で
、

久
し
ぶ
り
の
バ
ス
旅
行
に
、
移
動
中
も
笑

顔
と
お
喋
り
に
花
が
咲
い
た
１
日
と
な
り

ま
し
た
。

イベント情報イベント情報
（一部変更になる場合があります）（一部変更になる場合があります）
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【売却のみ】 （単位：頭・円）価格は税抜き

〈ＪＡ畜産部から〉

　４月子牛せり市に
ついては、飼料や生
産資材価格の高騰の
影響から相場展開が
心配されましたが、
来年末に出荷する素
牛の導入ということ
も あ り、 平 均 価 格
608,234 円（税込）、
前月比△ 1,019 円と
横ばいの相場となり
ました。
　来月から新型コロ
ナウイルスの分類も
引き下げられる予定
となっていますが、引
き続き、感染対策には
留意し、日々の飼養管
理に努めましょう。

４月分 畜産情報
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６⽉
⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

1㈭ 東串良 7 4
8㈭ 東串良 7 3
8㈭ 串 良 2 1
9㈮ ⼤根占 9 5
9㈮ ⽥ 代 1 1
13㈫ 垂 ⽔ 5 3
13㈫ 根 占 10 3
13㈫ 佐 多 3

５⽉
⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

10㈬ 佐 多 3
17㈬ 根 占 6
17㈬ ⼤根占 9 5
17㈬ ⽥ 代 2 2
30㈫ 垂 ⽔ 5 3

毎日元気で
あるために
年に１度は
健診を!!

は

みのり 2023.5　10



氏　

名

年　齢

歳

住　

所

最寄りのＪＡ

支所

電話番号 ー　　　　　－

今月号の気になった記事（感想）

〈必ずお書きください〉
①氏名、②年齢、③住所、④最寄りのＪＡ、⑤電話番号、
⑥記事の感想
〈締め切りについて〉
　地域によって、本誌がお手元に届く日が異なるため、応
募締め切り日は設けておりません。次号が届くまでを目安
にご応募ください。

タテのカギ
②　 ザッと降ってサッとやみま
す

⑥　変わると寝付けない人も
⑧　 お稲荷さんの＿＿はキツネ
です

⑨　桃太郎のお供をした鳥
⑩　南の反対側
⑪　 田んぼへ＿＿から水を引き
入れた

⑮　小野妹子が遣わされた国
⑯　 潮干狩りに出かける所
⑱　 12 星座占いで５月生まれの
人は＿＿座か双子座です

⑳　 夜になると家々にともりま
す

㉑　 ＿＿ヤマネコは特別天然記
念物です

ヨコのカギ
①　 端午の節句に食べるものの１
つ

②　竹林が似合う猛獣
③　＿＿感のある３Ｄ映像
④　 母の日に贈るカーネーショ
ンの、定番の色の１つ

⑤　大正の１つ前の年号です
⑦　害獣や害虫を追い払うこと
⑩　 淡水と海水が混じり合った
もの

⑫　鳴門海峡のものが有名
⑬　 校内で「走らないように」
と注意されやすい場所

⑭　 京都三大祭の１つ、＿＿祭
は５月 15 日に行われます

⑰　 煮切って使うこともある調
味料

⑲　メロンやスイカはこの仲間
⑳　街を＿＿もなくうろついた

クロスワードパズルの答え（2023 年５月号）

解 答

63円切手を貼って郵送するか、
　　　　　切手を貼らずにＪＡ支所窓口へご持参ください。

● 給食で鹿児島黒牛が提供されたという
ことで、美味しい牛肉が食べれられる
のでいいなあと思いました。テレビで
もたまに黒牛・黒豚が出ますが、鹿児
島はすごいと思います。鹿児島は美味
しい物が多くてすごいと思います。　
　　　　　　　　　　（大根占・55歳）
〇 地元の生徒さんたちに、鹿児島黒牛や畜産業について知ってもら
う良い機会でした。鹿児島の「食」を継承していって欲しいもの
ですね！

● 女性部の方々のそれぞれの地域で特性を活かした活動が頼もしい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東串良・72歳）
〇  10 支部ある女性部。それぞれの支部で、趣向を凝らした活動を
されています！ 女性部の皆さんの行動力は素晴らしいです！

ヒ ガ ン ホ タ ル

シ マ ス ラ イ ス

モ ン ダ イ ヤ

チ リ リ ク ハ

ト ヨ コ ハ マ

ミ チ ス ウ タ グ

ス ギ ナ ナ ゴ リ
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８９３００１６

郵  便  は  が  き

63円切手を貼っ
て郵送するか、
切手を貼らずに
ＪＡ支所窓口へ
ご持参ください。

✂

✂

❶

❷ 

❸ ❷
❶
❹ ❶

１． 令和４年度実績について
２．議案 任意積立金の取崩しについて
３．令和４年度における固定資産減損会計について
４．令和４年度における一般貸倒引当金の計上について
５．職員給与規程の一部変更について
６．第30回通常総代会について
７．理事会参与制度に基づく参与の選任について
８．管理規程（業務分掌）の一部変更について
９．内部統制システム基本方針の一部改定について
10．令和５年度集落座談会の開催について
11．その他

　５月は新緑の季節。当 JA管内を車で走っていると、青々
とした木々が目に鮮やかです。
　「緑」という色は、リラックス効果や疲労回復効果があ
るといわれています。何かと忙しい昨今、自然を感じなが
らリフレッシュするのも良いかもしれませんね！

内之浦地区内之浦地区

藤藤
ふじもとふじもと

元元　和和
かずのりかずのり

則則 さん　さん　72歳72歳

　　　　　　民民
たみこた み こ

子子 さんさん　74歳74歳

　

内
之
浦
地
区
で
ジ
ャ
ン
ボ
イ
ン
ゲ

ン
を
無
加
温
ハ
ウ
ス
で
21
㌃
栽
培
し

て
い
る
藤
元
さ
ん
ご
夫
妻
。
以
前

は
、
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽

培
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。「
グ
リ
ー

ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
内
之
浦
の
土
地

に
合
わ
ず
、
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、

当
時
の
Ｊ
Ａ
の
指
導
員
さ
ん
が
ジ
ャ

ン
ボ
イ
ン
ゲ
ン
を
紹
介
し
て
く
れ
た

こ
と
が
切
っ
掛
け
で
栽
培
を
は
じ
め

た
ん
で
す
よ
」
と
和
則
さ
ん
。
ジ
ャ

ン
ボ
イ
ン
ゲ
ン
は
、
普
通
の
イ
ン
ゲ

ン
の
約
３
倍
の
大
き
さ
に
な
る
品
種

で
、
こ
れ
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
て

収
穫
を
行
う
そ
う
で
す
。

　

２
人
で
協
力
し
な
が
ら
作
業
を
進

め
る
藤
元
さ
ん
ご
夫
妻
。「
体
が
許

す
限
り
、
お
互
い
農
作
業
に
携
わ
っ

て
い
た
い
」と
仲
睦
ま
じ
い
ご
夫
妻
。

「
今
後
、
も
し
『
ジ
ャ
ン
ボ
イ
ン
ゲ

ン
栽
培
に
携
わ
り
た
い
』
と
い
う
人

が
い
た
ら
、
全
力
で
協
力
す
る
し
応

援
し
た
い
」
と
頼
も
し
い
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
消
費
者
の
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
ジ
ャ
ン
ボ
イ

ン
ゲ
ン
を
生
産
し
て
い
き
ま
す
の

で
、お
い
し
く
食
べ
て
く
だ
さ
い
ね
。

か
き
揚
げ
は
オ
ス
ス
メ
で
す
よ
！
」

　３月 31日に第１回理事会を開き、
以下の議案について話し合いました。
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